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高齢社会のコミュニティづくりに向けた
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1.	まえがき

C&Cイノベーション推進本部で取り組んだ活動テーマの
1つ「コミュニティ/シニア」では、超高齢社会における社会
価値の創造に資する研究課題を明らかにするため、潜在的
なニーズの探索活動を行ってきました。シニア領域で取り
組むべき社会的な課題は明確でなく、更に、抽出できた課
題から実験やシステムの設計に具体化するまでにも大きな
ギャップがあります。このギャップを埋めるためにも、我々
はさまざまな調査活動や体験的な活動を行いました。その
際、利用者のいる場所、利用される場面に入り込んで実態
を知るという姿勢で当事者の言葉に耳を傾けることを心が
け、質的調査に重点を置きました。そのうえで、2010年と
2011年には奈良県宇陀市で、2013年1月から2月にかけて
は、宮城県仙台市の仮設住宅に住む高齢者を対象にフィー
ルド実験を行いました。

以下ではまず、それぞれの実験について簡単に紹介しま
す。次いで、各実験の設計に反映した課題と、それに対す
るアプローチとして私たちが行った活動、特に質的調査を中
心に、その効果と有効性について紹介します。

 

2.	高齢者がいきいきと暮らし、支えあう地域
コミュニティを目指した実験群

2.1 健康行動促進の試み
最初の実験は、外出のための動機付けをして他の人と出

会う機会を増やし、知人・友人づくりが促されることを意図
したもので（図1）、2010年1月に奈良県宇陀市の古い街道
町で、地域の住民10名のかたに参加していただきました。
各参加者には歩数計（RFID内蔵）を日々携帯していただく

急激な少子高齢化は既に始まっており、その深刻化は避けがたい将来の課題です。一方、これまでの高齢者のイメー
ジは、周囲の人から助けられる（介護される）人でしたが、これからの高齢者は、いわゆる「元気高齢者」が増加します。
そのような新しい超高齢社会において価値のあるICTを創出していくには、多様で複雑な高齢者の実態やニーズに即
した課題の設定が重要です。本稿では、そのためのアプローチとして、質的調査と実証実験を繰り返し実施すること
の効果・有効性について紹介します。
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とともに、自宅には歩数データ読み取りと情報提供用を兼
ねた端末、端末と連動するロボット（PaPeRo）を設置させ
ていただきました。歩数データを読み取るために端末に歩
数計をタッチするたびに地域の情報などを提供し、ロボッ
トが音声で読み上げることもできます。また、町の5カ所に
チェックポイントを設けて、歩数計の読み取り機と情報表示
用のディスプレイを設置し、その場所からの散歩コースを推
薦したりします。チェックポイントの1つの集会所には、立ち
寄った人の会話を仲介するロボットを設置しました。

最初の実験では、まず生活の中で長く継続して使うよう、
利用が習慣化することを狙い、歩数計のタッチでロボットが
しゃべりだしてインタラクションを主導することで、簡単に情
報を入手できるようにしました1) 2)。

2011年の実験では血圧計と体重計を追加し、ロボットが
利用を促す仕組みとしました。これらの実験で得た利用履
歴のデータからは、ほぼ毎日、1～2回の歩数計タッチが行
われ、体重、血圧の測定も、1人1日平均0.7回程度実施さ
れており、利用が習慣化されている様子が確認できました。

2.2 コミュニティ活性の試み
2013年には、宮城県仙台市のあすと長町仮設住宅で約

40名の参加を得て実験を実施しました。機能的には、奈良
と同様の行動促進に加え、コミュニティづくり、みまもり・た
すけあいの3つを用意しました（図2）。

特に、対象とした仮設住宅が多くの異なる地域から集まっ
た住民で構成されるという特徴から、コミュニケーションに
課題を抱えていることもあり、奈良県での実験で課題として
残った、会話の仲介などコミュニティづくりに注力しました。

まず、近年急速に普及したタブレットやスマートフォンを端
末とし、音声対話が主となる対面の仲介でなく、オンライン
でSNS的なコミュニティづくりを狙い「デジタル談話室」と
呼ぶアプリケーションを用いました。会話の発端としてシス
テム（ロボット）が日々話題を提供し、ユーザーはその話題
に対して、あらかじめ用意されたボタンや手書きのメッセー
ジで簡単に反応をコメントできるようにして発言の敷居を下
げています（写真1）。また、ロボットが複数の人に共通の
話題を選んで推薦することで、利用者間のコミュニケーショ
ン量を約2倍に増加できました。更に、コメントの履歴など
に基づいて、興味の傾向が似ている友人候補をロボットが
紹介することで、利用者が友人として登録したペア数が約3
倍に増えました。コミュニケーションの活性化に一定の効果
があったと考えられます3）。

3.	課題調査活動

3.1 高齢者の生活における問題の調査
第2章で述べた実験で取り組んだ課題は、全て始めから

明確であったわけではありません。メンバーのいずれも高齢
者ではなく、父母・祖父母との同居者がいなかったため、高
齢者の生活実態について具体的には知りませんでした。そ
こで、実験で取り組むべき具体的課題を特定するために、以
下のような調査・検討から課題の抽出を行いました。

まず、文献調査やアンケート調査（量的調査）を実施し、
その傾向・動向から、「高齢者がいきいき暮らし、支えあう
地域コミュニティを構築する」という目標や、「健康のための

写真1　タブレットを操作する利用者

図2　仙台市での実験の概要
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行動や生きがいを見つけられるコミュニティへの参加を促
す」というアプローチを設定できましたが、その実現へ向け
た具体的な課題や解決方法を見出すためには、まだまだ情
報や知識が不足していました。

社会調査法には大別して、アンケートで回答を集めて集
計する量的調査法と、インタビューや観察によって発見を得
る質的調査法があります4）。 そこで、次に質的調査に取り組
み、個々の関係者を対象とした調査を行いました。健康に
関してはまず、医療関係者へのインタビューにより情報を集
めました。高齢期での健康のためには、生活習慣病を予防
することがカギで、誰にでも容易で基本的なものが「ウォー
キング」ということでした。ここから、最初の実験のシステ
ムの基本機能である外出促進のための「歩数計」の活用に
つながっています。

また、2010年の実験の参加者の意見から、健康に関して
特に血圧に強い関心のある人が多いことが分かりました。
医療関係者からも、診察室での検診だけでなく日々のデー
タが重要と聞き、2011年の実験では血圧計と体重計を追加
し、日々の利用を促す仕組みにしたのです。

コミュニティに関しては、地域コミュニティなどでの高齢
者の実態を知るべく、奈良県内の自治会や老人会、高齢者
を支援するNPOなどにヒアリングを行い、地域の高齢者に
関する問題について聴取しました。多くの場で「見守り」が
キーワードとして登場しましたが、それは主に「見守りたい
側」の意志であり、「見守られる側」は、あまり必要に感じ
てないという実態も明らかになりました。共通して言えるの
は、センサなどのICTを導入する前に、隣人同士の関係が
構築されている必要があるということです。

3.2 東北での質的調査
宇陀市での第2回の実験の直後、東日本大震災が発生し

ました。社内でも、組織横断的に対応を検討する活動が始
まり、宇陀市での実験を踏まえた意見やアイデアを求められ
ました。この活動を通じて、東北支社に同行して岩手県釜
石市と大槌町を訪問し、市・町の職員から直面する問題や
意見を聞くことができました。訪問は発災から半年以上経
過した11月でしたが、現地はまだICTより人手が欲しいとい
う状況で、奈良はもとより東京の会議室での想定とは大きく
異なり、当事者と直接接することの重要性を感じました。

これを機に、我々の課題探索活動の対象を東北にし、活
動内容も質的調査に重点を置いて、2013年の実験は東北で

実施することにしました。他の地域ではまだ問題になって
いない潜在的な課題が、被災地において顕在化しているの
ではないか、と感じたためです。

復興支援推進室や、仙台を拠点とするNECネットイノ
ベーションの協力を得て、宮城県内における被災地域の複
数の自治体や社会福祉協議会、観光協会などを訪問して奈
良県での実験を紹介し、意見を聞きました。また、NECの
CSR・社会貢献室の協力を得て南三陸町で活動している
NEC社会起業塾のOBの紹介を受けて、住民や支援者か
ら直接話を聞くことができました。南三陸町には2人前後の
チームで5回（のべ33人日）現地入りし、仮設住宅の住民
や漁業関係者など多くの人にヒアリングを実施して日々の生
活状況や仮設内のコミュニティ、仮設間の分断、仮設と周辺
地域との問題、仮設入居前の地域間の感情といった社会的
問題について知ることができました。南三陸町では、業務と
しての調査のほかに、弊社が主催するボランティア活動であ
る「TOMONIプロジェクト」にもメンバー自ら参加しました。
南三陸町の商店が復興のために毎月開催している「福興市」
のお手伝いをし、現地の人と接して生の姿を感じとりました。

以上のような活動を通じて、東北被災地の生活の実態を
知り、さまざまな条件を鑑みたうえで、最終的な実験地を仙
台市のあすと長町仮設住宅としました。この仮設住宅には
複数の地域から人が集まっており、コミュニティづくりを課題
としていたことも、我々の仮説を裏付けるものでした。実験
内容については、我々の提案を基にしながらも、自治会長ら
と相談しながら決定していきました。

3.3 調査スキル向上のための活動
文献調査、量的調査は技術系の研究者にもなじみのある

ものですが、特に課題発見と解決のための気づきを得られる
質的調査は我々になじみのないものでした。高齢者や支援
者へのインタビュー、ヒアリングをより有効に実践できるよう
に、インタビュー法や行動観察法といった質的調査手法 4）の
学習をはじめ、インタビュー時や観察時にも高齢者に共感し
やすくなることを狙って「インスタントシニア体験」も実施しま
した。インスタントシニア体験は、特殊な器具（視野・視力
を制限するゴーグルや聴力を低下させる耳栓、手足の動きを
抑えるサポーターや重りなど）を装着して、運動能力や感覚
機能を疑似的に低下させ、高齢者の視点から社会を観察する
ことにより、問題点を発見したり、それらの対策や改善の一
助にするための体験型プログラムです。NECデザイン＆プロ
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モーションの協力でインスタントシニア体験資格保持者の監
督の下、約6時間の特別プログラムを組み、パソコンや携帯
電話の操作、食事、買い物、公共交通の乗降などの日常行動
を体験しました（写真2）。ここで実感した感覚を実験システ
ムのユーザーインタフェース設計などにも生かしています。

4.	むすび

本活動では、「高齢者がいきいきと暮らし、支えあう地域
コミュニティをつくる」ことを支援するICTサービスの実現
へ向け、質的調査と実証のためのフィールド実験を繰り返し
行うアプローチを試みました。一貫して、利用者のいる場所、
利用される場面に入り込むという姿勢で臨んだなか、実験
では、喜びの声や肯定的な意見ばかりでなく、不満や否定
的な意見も多数いただきました。しかし、そこで実際に聞く
ことができた意見から課題を抽出し、その課題に着実に答
えていくことが、ICTに不慣れな高齢者にも継続して使って
いただける実験システムにつながったと考えられます。今後
も我々は質的調査と実証のためのフィールド実験を重視し、
社会価値の創造を目指して研究活動を進めていきたいと思
います。

なお、本研究の一部は、情報ナレッジ研究所、クラウドシ
ステム研究所と受託・実施した総務省の「ライフサポート型
ロボット技術に関する研究開発」（旧名称「高齢者・障碍者
のためのユビキタスネットワークロボット技術の研究開発」

（平成21年～平成24年）の成果です。
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写真2　インスタントシニア体験の様子
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人間中心設計による量販店向けPOSシステム「DCMSTORE-POS」の開発
産業機械における人間中心設計の適用
使いやすいサービスステーション向けセルフ注文機のUI開発
ソーシャルバリューデザインを適用したビジネス多機能電話機の開発
NECグループのウェブアクセシビリティへの取り組み

NECのソーシャルバリューデザインの取り組み
ソーシャルバリューデザインの全社推進活動
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